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前列左から塩田敬さん、永林ヒロ江さん、小林恵子さんの母弥栄子さん、大竹賢ーさんの母マツヨさん
後列左から小林富重さん、藤田金二さん、溝井賢一郎さん、須田純子さんの父福虞さん

健
康
増
進
に
と
広
く
普
及
し
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
そ
の
中
で
心

身
を
鍛
え
な
が
ら
頂
点
を
極
め
、
ま

た
、
永
年
に
わ
た
り
本
村
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
八
人
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
で

培
わ
れ
た
精
神
は
、
長
い
人
生
の
中

で
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
る
と
き

の
、
強
力
な
パ
ネ
と
な
る
無
言
の
。
恩

師
。
で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

若
芽
が
す
く
す
く
育
つ
暖
か
い
季

節
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
身
も

心
も
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
動
い
て
し
ま
う

心
地
よ
さ
。
一
日
一
回
は
、
の
び
の

び
ス
ポ
ー
ツ
し
た
い
気
分
で
す
ね
。

「
玉
川
村
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
及
び
社
会
体
育
の
振
興
に
尽

力
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
個
人
ま

た
は
団
体
を
表
彰
し
、
本
村
の
社
会

体
育
の
発
展
を
図
る
」
こ
と
を
趣
旨

に
、
昨
年
秋
に
玉
川
村
体
育
協
会
表

彰
規
程
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
十
目
、
制
定
後
第
一
回
目
と

な
っ
た
昭
和
六
十
三
年
度
の
村
体
育

協
会
総
会
の
席
上
、
本
村
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
な
ど
に
顕
著
な
功
績
が
認
め

ら
れ
た
三
部
門
八
人
の
方
々
に
、
村

体
育
協
会
長
(
会
長
・
車
田
村
長
)

か
ら
栄
え
あ
る
表
彰
状
と
記
念
の
盾

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
優
秀
選
手
賞
の
中
で
、
現

在
本
村
を
離
れ
て
い
る
人
に
は
、
父

母
が
代
わ
っ
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
方
、
村
体
育
協
会
総
会
で
は
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
会
長
に
仁
井

田
仁
一
副
会
長
を
選
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
村
長
が
会
長
を
兼
務
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
幅

広
く
積
極
的
な
体
育
振
興
活
動
を
展

開
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
か
ら
、
会

長
職
を
民
間
に
ゆ
だ
ね
ま
し
た
。
新

役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。(

敬
称
略
)

マ
会
長仁

井
田

マ
副
会
長

首

藤
渡

辺

関

根

マ
事
務
局
長

森

マ
監
事草

竜

山奇

信

勝

(

小

高

)

助
次
郎
(
北
須
釜
)

忠
幸
(
教
育
長
)

j青

重
(
公
民
館
)

今
朝
夫
(
北
須
釜

野
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自

以

ん

溝
井
震
一

高

推
せ
ん
団
体

玉
川
村
ス
キ
l
ク
ラ
ブ

受
賞
内
容

村
体
育
協
会
理
事
(
昭
和
五
十

三
年
1
)
を
務
め
、
玉
川
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
会
長
(
昭
和
五
十
二
年
1
)

と
し
て
、
本
村
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。

藤

田

小金

二
ぷ

ロ向

11川山川11川川11川11川t

推
せ
ん
団
体

玉
川
村
ゲ

i
ト
ボ

l
ル
協
会

受
費
内
容

玉
川
村
ゲ

i
ト
ボ

i
ル
愛
好
会

組
織
を
つ
く
り
、
昭
和
六
十
年
に

は
協
会
設
立
。
審
判
員
、
選
手
の

育
成
に
努
め
、
一
級
審
判
員
の
資

格
を
取
得
。林

重
大
町

県
立
須
賀
川
女
子
高
等
学
校

(
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
)

受
賞
内
容

昭
和
六
十
三
年
度
福
島
県
高
等

学
校
体
育
大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
競
技
に
出
場
し
、
準
優
勝
。

須
田
純
子
さ
ん

北
須
釜
(
静
岡
県
藤
枝
市
在
住
)

推
せ
ん
団
体

県
立
石
川
高
等
学
校

(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
)

受
賞
内
容

福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
に
出
場
し
、
優

勝
。
全
国
大
会
出
場
。

永
林
ヒ
ロ
江
さ
ん

中

推
せ
ん
団
体

学
校
法
人
石
川
高
等
学
校

(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
)

受
賞
内
容

福
島
県
高
等
学
校
新
人
大
会
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
に
出
場
し
、
準

優
勝
。大)11 

羽

言竹
門
学
校

在-

Zぷ

叡
員

推
せ
ん
団
体

学
校
法
人
石
川
高
等
学
校

(
野
球
部
)

受
賞
内
容

第
七
十
回
全
国
高
等
学
校
野
球

選
手
権
福
島
県
大
会
に
出
場
し
、

優
勝
。
全
国
大
会
に
出
場
。

た
か
し敬

さ
ん

辺

I箆

田

ロ三司
c:ョ
E自

中

推
せ
ん
団
体

玉
川
村
ゲ
i
ト
ボ

l
ル
協
会

受
賞
内
容

村
内
、
石
川
地
方
、
県
中
支
部
、

県
大
会
等
の
ゲ

l
ト
ボ

i
ル
大
会

に
数
多
く
出
場
し
、
チ
ー
ム
の
か

な
め
と
し
て
活
躍
。
二
級
審
判
員

の
資
格
を
取
得
。

推
せ
ん電
団崎
本(

長
野
厚苗
日11¥1 J~ハ

里子
産んさ

本木

)11 

推
せ
ん
団
体

学
校
法
人
石
川
高
等
学
校

(
柔
道
部
)

受
賞
内
容

第
十
一
回
全
国
高
等
学
校
柔
道

選
手
権
福
島
県
大
会
に
出
場
し
、

準
優
勝
。

村
職
員
の
人
事

五
月
一
日
付
・
(
)
は
旧
任

V
税
務
課
主
幹
兼
賦
課
徴
収
係

長
H
H
関
根
英
夫
(
住
民
課
主
幹

兼
福
祉
係
長
兼
国
民
年
金
係
長
)

V
須
釜
支
所
支
所
係
長

1
溝
井

一
夫
(
総
務
課
財
政
係
長
)

V

総
務
課
財
政
係
長
H
H
野
口
庄
駒

(
産
業
課
産
業
係
長
)

V
産
業

課
産
業
係
長

1
矢
部
常
政
(
建

設
課
管
理
係
長
)

V
住
民
課
福

祉
係
長

1
榊
枝
徳
夫
(
税
務
課

賦
課
徴
収
係
長
)

V
水
道
課
水

道
係
長

1
高
林
重
和
(
水
道
課

主
査
)

V
建
設
課
管
理
係
長

l

石
森
春
男
(
産
業
課
主
査
)

V

住
民
課
国
民
年
金
係
長

l
草
野

正
博
(
税
務
課
主
査
)

V
会
計

室
主
査

1
大
和
田
ス
ミ
(
税
務

課
主
査
)

V
税
務
課
主
査

l
鈴

木
孝
(
住
民
課
主
査
)

V
企
画

課
主
査

l
鈴
木
一
夫
(
産
業
課

主
査
)

V
税
務
課
主
査

l
村
越

正
贋
(
農
業
委
員
会
事
務
局
主

査
)

V
産
業
課
主
査

l
丹
内
一

彦
(
企
画
課
主
査
)

V
総
務
課

主
事
H
H
小
針
敬
子
(
会
計
室
主

事
)

V
産
業
課
主
事

l
石
井
雅

夫
(
企
画
課
主
事
)

V
農
業
委

員
会
事
務
局
主
事

l
須
釜
信
一

(
須
釜
支
所
主
事
)



111川附 1111111111平成元年 6.11111111111111111111111

さ
と
創

時
第
一

催

「
自
ら
考
え
自
ら
実
践
す
る
地
域
づ
く
り
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
ス
タ

ー
ト
し
た
『
ふ
る
さ
と
創
生
』
。
本
村
で
も
、
。
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
。

を
進
め
よ
う
と
、
先
に
皆
さ
ん
方
か
ら
広
く
ア
イ
デ
ィ
ア
を
公
募
し
た
と
こ

ろ
、
百
五
十
六
人
の
方
か
ら
二
百
五
件
の
提
案
が
寄
せ
ら
れ
、
選
考
方
法
な

ど
を
決
め
る
、
ふ
る
さ
と
創
生
第
一
回
検
討
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
一

億
円
の
使
い
道
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
提
案
を
も
と
に
、
百
年
後
の
『
た
ま

か
わ
』
を
想
定
し
た
長
期
展
望
型
の
事
業
に
す
る
こ
と
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、

今
後
検
討
を
加
え
な
が
ら
計
画
立
案
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

五担-

Eミ

保健センヲーで関かれたふるさと創生按討委員会

ふ
る
さ
と
創
生
第
一

会
は
、
五
丹
二
十
四
日
保
健
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
関
か
れ
ま
し
た
。

最
初
に
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
計

画
案
を
進
め
る
た
め
、
知
識
経
験
者

か
ら
構
成
さ
れ
た
四
十
九
人
(
最
終

的
に
は
五
十
一
人
)
の
検
討
委
員
に

対
し
、
村
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
村
長
が
「
一
億
円
の
使

い
道
に
つ
い
て
、
こ
れ
だ
け
た
く
さ

ん
の
意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
事

は
、
ふ
る
さ
と
創
生
に
限
ら
ず
村
政

に
対
す
る
貴
重
な
意
見
と
し
て
、
〈

後
の
地
域
や
つ
く
り
に
し
た
い
。

選
考
に
つ
い
て
は
、
短
期
、
長
期
的

な
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
提
案

の
と
し
て
、
玉
川
村

立
っ
て
、
皆
さ

て
ほ
し
い
」
と

し
た
。

作委
品員

選れ
考 が

項
目
別
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
公

募
作
品
は
、
人
材
育
成
や
む
ら
お
こ

し
な
ど
十
四
項
目
に
わ
た
り
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
と
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い

こ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
は
、
補

助
事
業
や
空
港
公
園
事
業
で
で
き
る

も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
考
慮
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
が
二
件
の
作
品
を

選
び
さ
ら
に
委
員
の
提
案
を
書
い
て

も
ら
い
、
次
回
の
検
討
委
員
会
に
持

ち
寄
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
優
秀
作
品
の
選
出
に
つ
い

て
は
、
類
似
し
た
作
品
が
あ
る
た
め
、

今
後
の
検
討
委
員
会
の
中
で
決
め
る

こ
と
と
し
、
選
出
さ
れ
た
方
に
は
、

検
討
委
員
会
の
席
上
で
発
表
し
て
い

た
だ
き
、
さ
ら
に
、
本
村
の
姉
妹
都

市
で
あ
る
鹿
谷
郷
に
招
待
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
委
員
会
の
円
滑
運
堂
の
た

め
、
幹
事
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

明るいまちづくりに防犯灯を寄贈

五
月
二
十
二
日
村
長
室

に
お
い
て
、
鈴
木
正
得
東

北
電
力
側
須
賀
川
営
業
所

長
と
佐
藤
栄
東
北
電
気
工

事
鮒
須
賀
川
営
業
所
長
か

ら
車
田
村
長
に
対
し
、
街

路
灯
三
基
と
取
付
工
事
一

式
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
社
が
毎
年

春
と
秋
に
管
内
市
町
村

の
明
る
い
ま
ち
、
つ
く
り
の

た
め
に
寄
贈
し
て
い
る
も

の
で
す
。

村
内
に
は
、
ま
だ
ま
だ
防

犯
灯
の
必
要
な
個
所
が
あ

る
だ
け
に
、
重
な
る
寄
贈
に

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

消
防
職
務
に
精
進

第
四
十
二
田
県
下
消
前
大
会
が
、

五
月
二
十
四
日
原
町
市
体
育
館
で
開

か
れ
、
大
会
席
上
、
本
村
か
ら
三
人

の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
、
村
民
の
生
命
財

産
を
守
る
消
防
活
動
に
務
め
ら
れ
た

功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
栄
誉
あ
る

表
彰
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

G

O
播
島
県
知
事
表
彰

・
退
職
消
防
団
長
感
謝
状

。
福
島
県
消
紡
協
会
長
表
彰

・
退
職
消
防
団
長
感
謝
状

.
退
職
団
員
感
謝
状

仁

井

田

保

O
福
島
県
知
事
表
彰

・

精

勤

章大

竹

勝

。
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

・

精

績

賞佐
久
間

雄
氏

義
氏

安

産
氏
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カ
ス
~

フ
ラ
イ
ト
農
業
を
推
進
し
よ
う
と

昨
年
か
ら
四
辻
地
区
に
お
い
て
、
カ

ス
ミ
ソ
ウ
の
試
作
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
今
年
一
番
の
出
荷
を
始
め
た
ス

タ
i
チ
ス
を
栽
培
す
る
塩
田
豊
さ
ん

宅
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

塩
田
さ
ん
宅
で
は
、
カ
ス
ミ
ソ
ウ

と
ス
タ
l
チ
ス
合
わ
せ
て
十
五
J
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
ス

タ
l
チ
ス
は
、
二
十
六

M
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
二
棟
で
す
。
昨
年
九
月
中
旬
ご

ろ
種
を
ま
き
、
五
月
十
四
日
の
「
母

の
白
」
を
自
標
に
管
理
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
は
種
時
期
が
遅
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
今
年
は
、
母
の
日
に
合

わ
せ
た
出
荷
が
少
な
く
、
最
盛
期
は

こ
れ
か
ら
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

ス
タ
l
チ
ス
は
、
愛
ら
し
い
小
さ

な
花
を
咲
か
せ
、
花
も
ち
が
良
く
ド

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
と
か
生
け
花
の
練
習

と
い
っ
た
方
面
に
使
わ
れ
、
カ
ス
ミ

草
に
比
べ
安
価
な
た
め
広
く
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
紫
と
ピ
ン
ク
の
二
種
類
を

栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
越
冬
に
ハ
ウ

ス
の
ビ
ニ
ー
ル
を
二
重
に
囲
っ
て
冷

気
を
防
ぐ
ほ
か
は
、
水
の
管
理
も
な
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く
、
い
た
っ
て
栽
培
は
簡
単
と
の
こ

と
で
す
。

ま
た
、
カ
ス
ミ
ソ
ウ
に
あ
っ
て
は
、

水
を
嫌
い
ま
す
が
、
特
に
昨
年
は
、

水
田
の
転
作
作
物
と
し
て
始
っ
た
だ

け
に
、
水
は
け
が
悪
く
そ
の
上
に
長

雨
の
た
め
思
う
よ
う
に
出
荷
が
で
き

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
今
年
は
、
水
は

け
も
良
く
一
番
出
し
の
カ
ス
ミ
ソ
ウ

も
順
調
に
育
っ
て
お
り
、
六
月
ご
ろ

に
は
初
出
荷
で
き
そ
う
だ
と
、
日
々

の
管
理
に
予
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

(
五
月
二
十
二
日
)

ヲ封操業ε
碁J在~ @ 
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佐藤 E明氏の講演会より

一
村
一
品
運
動
の
火
付
け
役
で

知
ら
れ
る
大
分
県
に
つ
い
て
話
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
(
手
元
に

地
図
を
置
い
て
参
照
く
だ
さ
い
)

大
分
空
港
は
と
言
い
ま
す
と
、

国
東
半
島
の
瀬
戸
内
海
に
面
し
た

所
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
飛
行

機
で
送
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
最

も
頑
張
っ
て
い
る
の
が
、
こ
の
空

港
周
辺
の
町
村
な
ん
で
す
ね
。
だ

だ
し
、
フ
ラ
イ
ト
農
業
と
い
う
の

は
、
全
部
が
昔
か
ら
伝
統
の
あ
る

野
菜
や
花
作
り
の
町
村
じ
ゃ
な
い

ん
で
す
。
非
常
に
伝
統
が
新
し
い
。

つ
ま
り
、
「
空
港
が
近
く
に
あ
る
か

ら
何
か
飛
行
機
に
乗
せ
る
物
を
作

ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
訳
で

始
め
た
の
が
大
部
分
な
ん
で
す
。

スターチスの育ち具合を克る塩田静江さん

そ
こ
が
産
地
だ
っ
た
と
先
に
言
い
ま

し
た
朝
倉
町
で
も
、
元
々
ネ
ギ
な
ん

か
作
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
ネ
ギ
と
い
う
商
材
を
見
つ
け

て
き
た
ん
で
す
ね
。
現
実
に
大
分
県

で
も
寸
空
港
が
出
来
た

f
そ
れ
ピ
ゃ

あ
」
と
い
う
こ
と
で
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

と
か
キ
i
ウ
イ
あ
る
い
は
ネ
ギ
と
い

っ
た
物
を
作
り
始
め
た
ん
で
す
。

う
ま
い
米
ゃ
つ
く
り
に

ス
パ
イ
ス
を
つ
け
て

な
ぜ
、
九
州
が
こ
れ
だ
け
頑
張
っ

て
い
る
の
に
東
北
は
ダ
メ
な
の
か
と

い
う
問
題
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
私
の

考
え
で
申
し
上
げ
ま
す
と
「
東
北
に

は
米
が
あ
る
」
、
そ
し
て
九
州
の
米

に
比
べ
て
は
る
か
に

f
7
ま
い
H

。

現
在
日
本
に
米
の
品
種
は
幾
つ
あ
る

と
思
い
ま
す
か
?
百
七
十
種
類
あ
る

ん
で
す
。
そ
し
て
こ
の
う
ち
、
J
フ
ま

い
H

と
言
わ
れ
る
米
が
自
主
流
通
米

と
な
る
訳
で
す
が
、
日
本
穀
物
検

査
協
会
が
調
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
り

ま
す
と
、
そ
の
中
で
も

f
フ
ま
い
H

と
言
え
る
品

種
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、

サ
サ
ニ
シ
キ
、
あ
き
た

こ
ま
ち
、
ハ
ツ
シ
モ
、

農
林
二
十
二
号
の
た
っ

た
五
品
種
だ
け
な
ん
で

す
し
か
も
、
こ
の
表

を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
福
島

県
の
中
通
り
は
、
日
本
唯
一
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
と
サ
サ
ニ
シ
キ
の

A
ラ

ン
ク
地
帯
な
ん
で
す
ね
。
非
常
に

い
い

H

名
柄
米
H

を
持
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
。
そ
の
た
め
に
、
一
番

楽
な
米
作
り
に
走
っ
て
し
ま
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
訳
で
す
。
米
作
り

に
野
菜
や
花
奔
を
取
り
入
れ
る
の

は
、
面
倒
く
さ
い
と
い
う
ム

i
ド

が
あ
る
訳
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に

北
日
本
で
は
、
北
海
道
を
除
い
て

フ
ラ
イ
ト
農
業
に
力
を
入
れ
な
か

っ
た
の
が
実
情
な
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
九
州
で
は
、
米
が
ダ

メ
だ
か
ら
何
ん
と
か
し
よ
う
じ
ゃ

な
い
か
と
。
と
こ
ろ
が
現
在
の
朝

倉
町
ヘ
行
く
と
、
年
収
千
五
百
万

円
と
い
う
家
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
も
た
つ
た
五
年
の

聞
に
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
し
た
ん
で
す
。

皆
さ
ん
方
が
今
か
ら
取
り
組
め
ば

ば
、
平
成
五
年
開
港
に
備
え
る
絶

好
の
機
会
で
も
あ
る
訳
で
す
。

福島(浜遇、中通)、

栃木(県北、県南)、

茨城、埼玉、千葉、

新潟、富山、石川、

福井、三重、

滋賀(湖~t)、

京都{丹後)、兵庫

(但馬、丹j皮)、島根

岩手(県南)、

宮城(本石、仙南)、

秋田(本荘、地廻)、

山形(庄内、内控)、

福島(会津、中遇)

秋田(仙北)

岐阜(美濃)

大分(臼田玖珠)



結ま鍋， 111剛山

東
京
玉
川
会
元
年
度
総
会
開
催

五
月
二
十
一
日
都
内
「
名
渓
会
館
」

に
お
い
て
、
平
成
元
年
度
の
東
京
玉

川
会
総
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
五
月
十
四
日
の
設
立
総
会
か

ら
早
一
年
。
多
数
の
新
会
員
を
加
え
、

村
関
係
を
含
め
た
五
十
九
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
会
長
の
熊
田
藤
作
さ
ん

が
「
ふ
る
さ
と
玉
川
村
が
何
か
と
脚

光
を
浴
び
て
お
り
、
私
た
ち
東
京
玉

川
会
も
負
け
ず
に
頑
張
り
た
い
。
今

後
も
玉
川
村
と
の
情
報
交
換
を
通
し

て
、
相
互
の
発
展
に
努
め
た
い
」
と
、

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続

い
て
村
長
が
、
福
島
空
港
の
進
ち
よ

く
状
況
や
、
現
在
玉
川
村
が
進
め
て

い
る
空
港
週
辺
整
備
事
業
、
企
業
誘

致
、
国
際
交
流
、
農
業
振
興
事
業
な

ど
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

こ
の
後
議
事
に
入
り
、
村
広
報
紙
の

送
付
、
東
京
近
郊
在
住
者
へ
の
入
会

案
内
な
ど
を
決
め
、
懇
親
会
で
は
、

ふ
る
さ
と
の
話
や
会
員
同
志
が
情
報

の
交
換
に
花
を
咲
か
せ
、
和
や
か
に

親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

新
会
員
の
皆
さ
ん

和やかに情報を交換する会員の皆さん

小
林
キ
ク
ヨ
(
新
宿
区
)
片
倉
ケ
サ

ヨ
(
墨
田
区
)
大
野
勝
良
(
川
越
市
)

矢
部
信
子
(
江
東
区
)
磯
田
幸
男
(
豊

島
灰
一
)
大
野
イ
ネ
(
川
口
市
)
細
測

昭
子
(
与
野
市
)
大
島
令
子
(
岩
槻

市
)
望
月
美
喜
子
(
草
加
市
)
柿
沼

ト
ヨ
子
(
熊
谷
市
)
篠
原
ヒ
ロ
(
埼

玉
県
栗
橋
町
)
小
林
誠
明
(
埼
玉
県

三
芳
町
)
車
団
長
雄
(
上
福
岡
市
)
真

野
自
フ
キ
ヘ
世
田
谷
区
)
塩
沢
美
義
・

塩
沢
金
男
・
車
田
正
助
・
塩
沢
武
利
・

安
部
ハ
ル
子
(
横
浜
市
)
草
野
金
三

郎
・
吉
田
泰
子
(
相
模
原
市
)
鈴
木

利
昭
(
海
老
名
市
)
南
篠
澄
子
(
秦

野
市
)
草
野
吉
勝
・
笹
川
ゆ
き
子
(
江

戸
川
区
)
小
林
春
次
(
市
川
市
)
滝

口
熊
治
・
滝
口
ス
ミ
子
・
森
清
春
(
柏

市
)
首
藤
啓
介
(
千
葉
市
)
小
山
田

義
幸
(
船
橋
市
)
川
瀬
ヨ
シ
子
・
野

口
勝
雄
(
八
千
代
市
)
小
林
功
(
浦

安
市
)
塩
田
勝
雄
(
市
原
市
)
益
子

ハ
ル
ヱ
(
練
馬
区
)
三
十
六
名

五
月
十
八
日
県
営
玉
川
工
業
団
地

に
お
い
て
、
ト
i
ヨ
l
サ
ッ
シ
(
本

社
・
東
京
都
江
東
区
、
潮
田
健
次
郎

社
長
)
の
玉
川
工
場
地
鎮
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ト
i
ヨ
l
サ
ッ
シ
は
、
今
年
一
月

二
十
六
日
に
県
と
の
土
地
売
買
契
約

に
調
印
し
、
四
月
一
日
に
は
福
島
ト

i
ヨ
!
サ
ッ
シ
工
業
株
式
会
社
を
設

立
し
ま
し
た
。
玉
川
工
場
は
、
同
社

で
は
初
め
て
の
パ
ス
ル

l
ム
や
シ
ス

テ
ム
キ
ッ
チ
ン
な
ど
、
住
宅
設
備
機

器
の
生
産
工
場
と
な
り
ま
す
。
工
場

は
、
鉄
骨
平
屋
建
て
三
万
三
千
六
百

四
十
勿
一
」

・・・4
E
E
-
-

，•••• 

，E
・E

・-

に
親
し
ま
れ玉

川
工
場
で
地
鎮
祭

三
十
三
平
方

M
(
約
一
万
百
七
十
四

坪
)
で
総
事
業
費
は
五
十
億
円
(
土

地
代
含
む
)
口
側
関
組
・
奥
村
組
共
同

企
業
体
が
施
工
し
、
今
年
十
二
月
に
完

成
、
来
年
一
月
操
業
開
始
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

地
鎮
祭
で
は
、
関
係
者
約
六
十
人

が
出
席
す
る
中
、
潮
田
社
長
が
力
強

く
ク
ワ
入
れ
し
、
さ
ら
に
、
車
田
村

長
ら
が
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
、
工
事
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

神
事
の
後
、
潮
田
社
長
が
「
美
し

い
風
景
と
き
れ
い
な
環
境
の
玉
川
村

に
進
出
で
き
大
変
う
れ
し
い
。
今
後

クワ入れする潮田社長

は
、
県
、
村
当
局
は
も
ち
ろ
ん
、
村

民
の
皆
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
る
工
場

に
し
た
い
」
と
述
べ
、
同
工
業
団
地

へ
進
出
が
決
っ
た
各
社
な
ど
と
名
刺

交
換
を
し
な
が
ら
和
や
か
に
歓
談
し

て
い
ま
し
た
。
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歯と歯ぐきの境目に

歯ブラシの毛先をあ

てます。毛の角度は、

下の歯は下から上に、

上の歯は上から下に

向けます。

上手な歯の磨き方

毛をそのまま歯と歯

の間に押し込みます。

ブラシの毛の一部分

が歯と歯の題{こ入り、

残りの部分が歯の表

面を滑ります。

，つま揚枝を使う要領

て押し込みます。

+ 

問
幽

〈
J

圏
歯
の
衛
生
週
間

あ
な
た
の
歯
ぐ
き
は
健
康
で
す

か
。
長
寿
国
日
本
で
は
、
平
均
寿

命
は
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
歯
の
寿
命
は
、
五
十

歳
代
で
ス
ト

ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

壮
年
期
以
降
、
歯
を
な
く
す
一
番

の
原
因
は
歯
槽
膿
漏
で
す
。

O
歯
槽
膿
漏
の
赤
信
号

①
歯
肉
が
赤
い

②
歯
肉
が
腫
れ
て
い
る

③
歯
肉
か
ら
血
が
出
や
す
い

④
歯
肉
が
痛
い

⑤
何
と
な
く
口
臭
が
気
に
な
る
。

こ
ん
な
症
状
に
気
が
付
い
た
ら

ま
ず
は
歯
医
者
さ
ん
へ
。

O
歯
槽
膿
漏
の
予
防
と
治
療

①
年
に
一
一
回
は
歯
科
医
で
歯
石

を
と
り
ま
し
ょ
〉
フ
。

②
歯
み
が
き
で
歯
垢
を
と
り
ま

し
ょ
ャ
フ
。

国

民

年

金

に

該

当

す

る

人

国
民
年
金
制
度
で
は
、
日
本
国
内

に
居
住
す
る
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未

満
の
人
は
、
必
ず
国
民
年
金
に
加
入

す
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

学
生
及
び
海
外
に
居
住
す
る
日
本
人

な
ど
、
本
人
の
希
望
に
よ
っ
て
加
入

出
来
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
、

次
の
三
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
第
一
号
被
保
険
者

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
農
業
、

自
営
業
は
も
と
よ
り
、
自
由
業
な
ど

の
給
与
所
得
者
で
な
い
人
、
さ
ら
に

給
与
所
得
者
で
も
厚
生
年
金
な
ど
に

加
入
し
て
い
な
い
人
、
そ
し
て
無
職

の
人
も
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
未
満

の
人
は
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
わ
第
一
号
被
保

険
者
に
該
当
し
た
時
や
、
該
当
し
な

く
な
っ
た
時
は
、
役
場
に
届
出
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
第
二
号
被
保
険
者

会
社
等
(
厚
生
年
金
等
)
の
被
用

*者
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
を

い
い
ま
す
。
な
お
自
分
で
役
場
へ
加

入
の
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん。
③
第
三
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
な
ど
の
被
用
者
年
金
制

度
に
加
入
し
て
い
る
人
(
第
二
号
被

保
険
者
)
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
で
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の

人
を
い
い
ま
す
。
な
お
、
第
三
号
被

保
険
者
に
な
る
た
め
に
は
、
役
場
は

届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
分
か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
役
場
住
民
課
年
金
係
ま
で
、

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
、
村
の
木
と
鳥
を
ご
存
じ

で
す
か
?
。
ア
カ
マ
ツ
と
ヤ
マ
バ
ト

で
す
ね
。
そ
し
て
花
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
。

こ
こ
で
、
ち
ょ
っ
と
ホ
ッ
ト
な
情

報
が
あ
り
ま
す
。
所
は
、
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー
前
。
村
民
憲
章
に
隣
り
合

わ
せ
た
ア
カ
マ
ツ
の
木
に
ヤ
マ
バ
ト

が
巣
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に

巣
の
中
に
卵
が
見
ら
れ
、

H

雨
ニ
モ

マ
ケ
ズ
H

親
パ
ト
が
卵
を
温
め
て
い

ま
す
。

い
や
さ
・か

玉
川
村
の
弥
栄
を
象
徴
す
る
ア
カ

マ
ツ
に
宿
っ
た
ヤ
マ
バ
ト
家
族
:
:
。

そ
っ
と
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

zaisei
テキストボックス
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す

だかが着

真心込

、、司、、

代表取締役

有賀ス

会社の概要定

時

間

内

で

生

産

力

ア

ッ

プ

有
賀
縫
製
は
、
昭
和
三
十
八
年
に

京
都
江
戸
川
区
に
お
い
て
創
業
を

め
ま
し
た
り
そ
の
後
順
調
に
業
績

伸
ば
し
、
昭
和
四
十
九
年
に
有
限

社
有
賀
機
製
と
し
て
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
切
り
、
昭
和
五
十
一
年
に
は

ふ
る
さ
と
の
地
域
活
性
化
に
と
、
現

在
地
に
工
場
を
進
出
し
ま
し
た
。

進
出
当
初
は
、
東
京
と
本
村
で
創

業
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
三

年
に
東
京
工
場
を
閉
鎖
し
た
こ
と
か

ら
、
本
拠
地
を
玉
川
に
移
し
現
在
に

歪
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
と
い
っ
た

モ
ッ
ト
ー
は

掲
げ
て
い
ま
せ
ん
が
、
会
社
側
と
し

て
は
、
で
き
る
だ
け
残
業
は
や
ら
ず

に
定
時
間
内
で
生
産
を
高
め
よ
う
と
、

の
厚
い
社
員
へ
の
配
慮
が
伺

ヤ
ン
グ
向
き
の

シ
ャ
ツ
・
ブ
ラ
ウ
ス

創
業
か
ら
一
貫
し
て
婦
人
シ
ャ
ツ
・

ブ
ラ
ウ
ス
を
取
り
扱
い
、
中
で
も
ヤ

ン
グ
向
き
を
主
力
に
し
て
い
ま
す
。

裁
断
か
ら
縫
製
、
穴
ボ
タ
ン
取
り
付

け
ま
で
の
工
程
と
な
っ
て
お
り
、
仕

上
げ
は
、
取
引
先
で
あ
る
「
鰯
ユ
ニ

テ
ィ

i
L
(
東
京
)
の
直
轄
工
場
が

手
掛
け
て
い
ま
す
。
仕
上
げ
ら
れ
た

製
品
は
、
主
に
京
都
、
大
阪
、
広
島
、

福
岡
な
ど
、
西
日
本
方
面
の
ブ
テ
ィ

ッ
ク
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
お
客
さ
ん
の
高
級
志
向
が

強
い
た
め
、
自
分
も
買
う
立
場
に
な

っ
て
よ
り
良
い
製
品
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
少
な
い
人
数
を
カ
バ
ー
す

る
た
め
、
す
べ
て
の
工
程
を
マ
ス
タ

ー
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
、
生
産
体

制
の
安
定
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

利
益
還
元
の

慰

安

旅

行

福
利
厚
生
面
で
は
、
年
に
二
度
の

慰
安
旅
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

目
標
以
上
の
利
益
が
上
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
内
一
回
を
利
益
還
元
と
し

て
全
額
会
社
負
担
で
行
っ
て
い
ま
す
。

今
の
時
代
は
サ
イ
ク
ル
が
非
常
に

短
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
縫
製
業
界

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、

小
ロ
ッ
ト
に
も
対
応
で
き
即
お
屈
に

商
品
が
並
ぶ
よ
う
な
、
ユ
ー
ザ
ー
の

ニ
i
ズ
に
合
わ
せ
た
生
産
体
制
が
望

ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ニ

i
ズ
に
対
し
、
小
回

り
の
効
く
小
規
模
会
社
の
安
定
経
営

の
道
と
し
て
、
い
か
に
効
率
よ
く
よ

り
早
い
生
産
が
で
き
る
か
、
社
員
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

次
回
は(

有
)
大
一
一
一
鋳
造
所
で
す
。
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農
業
改
良
推
進
員
の
台
湾
研
修
旅

行
に
参
加
し
、
未
知
の
国
に
接
し
て

驚
き
と
喜
び
を
感
ピ
、
視
野
の
拡
大

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

一
端
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

亜
熱
帯
の
温
暖
な
気
候
で
、
道
端

に
立
つ
ヤ
シ
の
木
々
。
原
色
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
き
ら
び
や
か
な
寺
院

ふ稔ま鍋3川川川1川11川1

や
建
造
物
な
ど
な
ど
。
そ
れ
は
ま
さ

し
く
自
分
に
と
っ
て
、
初
め
て
見
る

異
国
模
様
で
し
た
。
空
港
か
ら
高
速

道
路
が
走
り
車
窓
に
流
れ
る
景
色
は
、

農
業
従
事
者
と
し
て
強
い
印
象
を
受

け
ま
し
た
。
台
湾
の
西
部
は
平
野
が

広
が
り
、
区
画
整
理
さ
れ
た
農
地
に

は
、
一
年
に
二
回
か
ら
三
回
収
穫
出

来
る
水
稲
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
ブ
ド
ウ
、

各
種
の
野
菜
や
果
物
等
が
整
然
と
栽

培
さ
れ
て
お
り
、
温
暖
な
気
候
と
相

ま
っ
て
、
豊
か
さ
を
象
徴
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

角
田
守
之
さ
ん

a)

研
修
の
主
目
的
で
あ
る
鹿
谷
郷
へ

は
第
一
日
目
の
夕
方
に
到
着
し
、
郷

庁
に
で
大
勢
の
方
々
に
拍
手
で
迎
え

ら
れ
、
夜
は
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
、
郷
長
さ
ん
始
め
主
要
な
役
職
の

方
た
ち
と
夕
食
を
共
に
し
ま
し
た
。

緊
張
す
る
私
達
を
気
軽
に
接
待
し
て

下
さ
り
、
言
葉
の
不
自
由
さ
も
あ
り

ま
し
た
が
、
「
乾
的
/
」
の
連
呼
で

宴
会
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

翌
日
に
は
、
鹿
谷
郷
を
案
内
し
て

い
た
だ
き
、
タ
ケ
ノ
コ
栽
培
の
説
明

を
聞
き
、
パ
ス
の
窓
か
ら
見
え
る
山

々
が
、
す
べ
て
孟
宗
竹
の
竹
畑
で
あ

る
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
鹿
谷

郷
の
代
表
作
物
で
あ
る
お
茶
畑
は
、

山
の
項
き
ま
で
石
垣
が
積
ま
れ
、
段

々
畑
に
良
く
整
備
さ
れ
た
茶
畑
は
ま

さ
に
壮
観
で
あ
り
、
お
茶
栽
培
に
か

け
る
鹿
谷
郷
の
熱
意
が
あ
ふ
れ
で
い

ま
し
た
。
鹿
谷
郷
で
生
産
さ
れ
る
凍
項

烏
龍
茶
は
、
ホ
テ
ル
や
売
庖
で
は
最

高
級
品
と
し
て
扱
わ
れ
、
他
の
お
茶

よ
り
二
倍
か
ら
三
倍
の
価
格
で
販
売

さ
れ
て
お
り
、
世
界
的
な
烏
龍
茶
の

産
地
で
あ
る
こ
と
に
感
心
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

郷
長
さ
ん
始
め
皆
さ
ん
の
見
送
り

を
受
け
て
鹿
谷
郷
を
後
に
し
、
台
湾

の
西
部
か
ら
東
部
へ
と
一
周
し
、
主

要
都
市
や
有
名
な
観
光
地
を
見
学
し

ま
し
た
。
九
州
と
同
じ
面
積
の
台
湾

で
す
が
、
西
部
で
は
広
大
な
平
野
に

主
要
都
市
が
点
在
し
て
交
通
の
便
も

良
い
の
で
す
が
、
東
部
で
は
、
山
海
岸

線
ま
で
押
し
寄
せ
る
中
央
山
脈
で
平

野
も
少
な
く
、
雄
大
な
自
然
を
充
分

に
楽
し
め
る
景
色
の
素
晴
ら
し
い
と

じ

台
湾

こ
ろ
で
し
た
。

気
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

現
地
の
三
普
旅
行
社
の
ガ
イ
ド
さ
ん

の
説
明
で
は
、
太
平
洋
戦
争
に
参
加

し
た
日
本
兵
の
最
後
の
生
き
残
り
は
、

台
湾
出
身
の
中
村
さ
ん
と
い
う
方
で

あ
り
、
「
中
村
さ
ん
は
、
台
湾
の
ジ
ャ

ン
グ
ル
で
の
生
活
経
験
が
長
か
っ
た

の
で
、
南
方
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
生
存

で
き
た
」
と
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
は
横
井
さ
ん
や
小
野
田

さ
ん
し
か
知
ら
ず
、
知
識
不
足
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
中
村
さ
ん
と
い
う

兵
隊
が
日
本
の
最
後
の
一
兵
で
あ
る

事
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

ガ
イ
ド
さ
ん
も
横
井
さ
ん
や
小
野
田

さ
ん
の
事
は
話
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
こ
の
説
明
を
聞
い
て
、
「
言
論
の

自
由
と
言
わ
れ
る
日
本
で
あ
っ
て
も
、

国
際
上
自
国
の
都
合
の
悪
い
こ
と
は

国
内
で
は
発
表
し
な
い
の
で
は
な
い

か
」
と
感
じ
、
台
湾
で
も
同
じ
く
自

国
の
英
雄
談
し
か
国
民
に
公
表
し
て

い
な
い
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
、
こ
の

時
最
も
日
本
を
離
れ
て
外
国
に
い
る

ん
だ
な
あ
と
実
感

し
ま
し
た
。

充
分
な
予
備
知

識
も
持
た
ず
、
今

回
の
旅
行
に
参
加

し
私
の
感
じ
た
台

湾
は
、
温
暖
で
豊

か
な
自
然
に
恵
ま

れ
、
街
は
オ
ー
ト

バ
イ
や
自
転
車
が

フ
ル
ス
ピ
ー
ド
で

走
り
回
り
、
豊
か

さ
を
求
め
て
常
に

競
走
し
て
い
る
よ

う
で
活
気
に
満
ち

あ
ふ
れ
で
い
ま
し

た。
ま
た
青
年
男
子

に
は
徴
兵
制
度
が

あ
り
、
国
の
重
要

な
地
点
に
は
武
装

し
た
兵
隊
が
駐
屯

し
て
お
り
、
緊
迫
し
た
雰
囲
気
が
漂

っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
、

闘
を
思
う
愛
国
心
は
強
く
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

四
泊
五
日
の
短
い
日
程
で
あ
り
、

表
面
を
観
た
だ
け
で
す
が
、
台
湾
の

も
つ
未
知
の
パ
ワ
ー
が
感
じ
ら
れ
、

や
が
て
日
本
と
一
屑
を
並
べ
、
世
界
の

先
進
国
へ
と
進
む
日
も
遠
く
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。

(
前
村
農
業
改
良
撞
進
員
)

頂
上
ま
で
ウ
ー
ロ
ン
茶
畑
が
続
く
鹿
谷
郷
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ど
ち
" た
の

び
ま

一
昔
前
ま
で
は
、
短
命
に
し
て
終

わ
る
の
も
運
命
と
あ
き
ら
め
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
の
医
学
の
進
歩
に
加

え
て
、
各
個
人
が
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
心
掛
け
れ
ば
、
あ
な
た
の
未

来
は
明
る
く
い
き
い
き
と
し
た
人
生

を
歩
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
に
一
一
度
の
総
合
検
診
で
す
口
た

川t

。

総
合
検
診
が
始
ま
り
ま
す

総合検診日程表

北須釜生改センター

// 山小屋公民館

釜Z買

自
で
あ
っ
た
、
心
電
図
、
眼
底
、
血

液
検
査

(
血
糖
、
中
性
脂
肪
)
が
、

基
本
健
診
と
し
て
受
診
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
近
年
、
心
臓
病
、
動
脈

硬
化
症
な
ど
の
病
気
が
多
く
な
っ
て

き
て
い
る
た
め
で
す
。
な
お
、
検
診

料
と
し
て
五

0
0円
か
か
り
ま
す

D

め
ら
う
こ
と
な
く
、
家
族
の
た
め
に

も
進
ん
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

四
十
歳
以
上
は

検
査
項
目
を
充
実

今
回
か
ら
、
四
十
歳
以
上
の
受
診

者
に
対
し
、
前
固
ま
で
精
密
検
査
項

宮

森

一

直

毒

P
仏
ド

u'

w
h
M
rド

-

P
位
恒

h
P
R
h
μ
ト

民
自
一
民
自

.
商
一
‘
ー
商

ι
屋
一
乞
屋

辺
登
一
辺
登

川

川

台

M
一
打
川

h
HM

。

// 

民館公竜崎// 出奇

山小 屋 ・ 河 平

小半弓・菅井沢

111 辺

1 組~ 8組

川 辺

上 記組 以外

τと
Eコ

辻

玉川村体育館

就業改善センター

岩法 寺 公民館

長官

四辻農業研修所

塩田タミ子宅前

玉川村体育館

就業改善センター

勤労者体育センター

(須釜小学校前)

中生活改善センター

民/，¥ 
-'-'、

古
口

ク

イン

// 

// 

// 

今

ひ

小 高

l 組~ 9組

小 高

上 記組 以外

杯生

寺

各一

7去

須

中

回
目
作
受
給
資
格

手
当
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
次
の

い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
十
八
歳
未

満
の
児
童
(
心
身
に
障
害
の
あ
る
児

童
は
二
十
歳
未
満
)
を
育
て
て
い
る

母
親
又
は
養
育
者
で
す
。

1

父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

2
父
が
死
亡
し
た
児
童

3
心
身
に
重
い
障
害
の
あ
る
父
を

も
つ
児
童

4

父
の
生
死
が
明
ら
か
で

恥
遡

な
い
児
童

務
的

5

父
に

一
年
以
上
遺
棄
さ

露

濯

機
立

亙

れ
て
い
る
児
童

型

ι

6
父
が
一
年
以
上
拘
禁
さ

叡

躍

れ
て
い
る
児
童

議
五
む

7

母
の
婚
姻
に
よ
ら
な
い
一
議

で

生

ま

れ

た

児

童

一

仏

オ

た
だ
し
、
母
ま
た
は
養
青

春

恥

者
が
次
の
よ
う
な
状
態
に
あ

議
翻

る
と
き
は
、
手
当
を
受
け
る
だ
儀

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

1

日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い

シ
」
き
」

2
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年

金
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

3
母
が
事
実
婚
(
内
縁
関
係
)
の

状
態
に
あ
る
と
き

4
養
育
者
が
児
童
と
別
居
し
て
い

ス
回
、
と
キ
C

児
童
扶
養
手
当

品
作
支
給
手
当
額39，000円

※以下 1人増すごとに

2，000円加算されます。

41，000円

人

人

2 

3 

特
別
児
童

扶
養
手
当

-
凶
作
受
給
資
格

手
当
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、

身
体
や
精
神
に
一
定
の
障
害

を
も
っ
二
十
歳
未
満
の
児
童

を
育
て
て
い
る
父
・
母
ま
た

は
養
育
者
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場

合
に
は
手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い

レし
L

押さ

2
対
象
児
童
が
施
設
等
に
は
い
つ

て
い
る
と
き

3

対
象
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由

と
す
る
公
的
年
金
等
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き

く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課

福
祉
係
(
内
線
二
八
)
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

1 
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水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
は
じ

め
あ
ら
ゆ
る
産
業
、
社
会
活
動
を
支

え
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
に
給
水
を
開
始
し

た
本
村
の
水
道
も
、
発
足
当
初
の
給

水
戸
数
千
八
戸
、
一
日
平
均
給
水
量

四
百
五
十
一
立
方
針
で
し
た
が
、
現

在
で
は
、
給
水
戸
数
千
二
百
五
十
一

戸
、
一
日
平
均
給
水
量
九
百
五
十
七

立
方

M
と
、
給
水
量
で
は
二
倍
以
上

う

大

水

日
水
道
週
間

の
伸
、
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
夏
場
に
は
、
一
日
最
大
給
水

量
の
千
二
百
八
十
立
方
以
を
超
え
る

千
四
百
六
十
三
立
方

M
を
記
録
す
る

な
ど
、
水
の
問
題
は
、
ま
す
ま
す
深

刻
化
し
て
い
ま
す
。

六
月
一
日
か
ら
『
水
道
週
間
』
が

始
ま
り
ま
す
。
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
、

い
つ
で
も
水
が
ジ
ャ

l
ッ
と
出
る
水

道
の
便
利
さ
に
慣
れ
す
ぎ
て
い
る
い

「
う
ち
の
子
の
こ
と
は
私
が
一
番

よ
く
知
っ
て
い
ま
す
」
と
言
っ
て
い

る
父
親
や
母
親
が
い
ま
す
口
楽
観
的

な
表
情
が
特
徴
で
す
。

N
H
K
が
昭
和
六
十
二
年
八
月
に

実
施
し
た
「
中
学
生
・
高
校
生
の
生

活
と
意
識
」
調
査
が
あ
り
ま
す
。
全

国
の
中
学
・
高
校
生
約
千
五
百
人
と
、

そ
の
父
親
と
母
親
を
対
象
に
し
た
も

の
で
す
。
調
査
の
内
容
は
学
校
の
こ

と
、
家
庭
の
こ
と
、
友
人
の
こ
と
、

自
分
の
所
有
品
の
こ
と
な
ど
多
方
面

⑭ 

東
京
都
立
大
学
教
授

詫

摩

武

俊

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
質
問
を

子
供
と
、
父
親
、
母
親
に
別
々
に
し

て
三
つ
の
回
答
を
相
互
に
比
較
で
き

ま
、
ぜ
ひ
水
の
大
切
さ
を
見
直
し
、

水
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
い
も

の
で
す
。

水
は
い
ま
や
限
り
あ
る
貴
重
な
資

源
で
す
。
身
近
な
事
か
ら
節
水
を
実

行
し
た
い
も
の
で
す
。

コ
ッ
プ
三
杯
程
度
で
済
む
歯
磨
き

も
、
流
し
放
し
で
は
、
一
分
間
に
約

六
似
の
水
が
ム
ダ
に
な
り
ま
す
。

洗
濯
も
工
夫
す
れ
ば
、
一
回
百
日

の
水
で
済
み
ま
す
。
流
し
放
し
で
は
、

自
分
を
根
気
が
あ
る
と
考
え
、
約
六

七
%
は
あ
き
や
す
い
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
残
り
の
七
%
は
わ
か
ら
な
い

と
い
う
回
答
で
す
。

「
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
は
ど
う
で

す
か
」
と
い
う
形
式
で
、
同
じ
質
問

を
父
親
と
母
親
に
し
ま
し
た
。
父
親

の
自
答
は
、
「
う
ち
の
子
は
根
気
が

あ
る
ほ
う
だ
」
が
四
九
%
、
「
あ
き

親
は
子
供
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か

る
よ
う
に
し
た
項
目
も
あ
り
ま
す
。

子
供
に
対
す
る
質
問
に
、
あ
な
た

は
「
あ
き
や
す
い
ほ
う
」
か
、
そ
れ

と
も
「
根
気
が
あ
る
ほ
う
」
だ
と
思

い
ま
す
か
、
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

生
徒
た
ち
の
回
答
は
、
約
二
六
%
は

や
す
い
ほ
う
だ
」
が
四
八
%
で
し
た
。

母
親
の
回
答
も
よ
く
似
て
い
て
四
九

%
と
四
九
%
で
し
た
。
子
供
の
自
己

診
断
よ
り
恨
気
が
あ
る
ほ
う
だ
と
思

っ
て
い
る
親
が
多
い
の
で
す
。

同
様
に
、
「
思
い
や
り
が
あ
る
ほ

約
二
百
四
川
も
の
水
を
使
い
ま
す
。

バ
ケ
ツ
洗
い
な
ら
五
杯
で
洗
車
も
、

流
し
放
し
の
ホ
!
ス
洗
い
で
は
、
六

倍
以
上
の
水
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
外
、
お
風
呂
の
残
り
湯
は
捨

て
ず
に
洗
濯
、
清
掃
、
散
水
な
ど
に

使
っ
た
り
、
ト
イ
レ
の
に
お
い
消
し

の
た
め
に
、
二
度
流
し
ゃ
三
度
流
し

は
し
な
い
な
ど
、
家
族
の
皆
さ
ん
ん

で
ぜ
ひ
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

う
か
、
自
分
勝
手
か
」
と
い
う
質
問

に
対
し
て
、
子
供
の
自
己
診
断
は
「
思

い
や
り
が
あ
る
」
が
三
三
%
、
プ
自

分
勝
手
」
が
五
三
%
で
し
た

D

父
親

の
わ
が
子
像
は
前
者
が
六
四
%
、
後

者
が
三
一
一
一
%
、
母
親
は
六
六
%
と
三

一
%
で
し
た
。
親
た
ち
は
明
ら
か
に

子
供
を
思
い
や
り
が
あ
る
と
判
断
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
口
子
供

が
自
分
自
身
の
こ
と
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
、
ど
ん
な
こ
と
で
臨
ん
で
い

る
か
に
気
が
つ
い
て
い
な
い
親
が
い

る
の
で
す
。

N
H
K
の
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の

中
学
生
、
高
校
生
は
現
学
年
に
な
っ

て
か
ら
四
か
月
の
間
に
、
約
四
O
%

が
先
生
か
ら
体
罰
を
受
け
て
い
ま
す
。

ゲ
ン
コ
ツ
で
な
ぐ
ら
れ
る
、
長
時
間

訂
正
と
お
わ
び

五
月
号
で
、
平
成
元
年
度
春
季
検

閲
の
席
上
、
村
消
防
団
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
た
方
々
を
書
き
記
し
ま

し
た
が
、
次
の
方
の
書
き
漏
れ
が
あ

り
ま
し
た
。
お
わ
び
い
た
し
改
め
て

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

(
敬
称
略
)

品

作

感

謝

状

一
般
協
力
者

東
京
精
工
株
式
会
社

岩

法

寺

大

竹

刀
ロ
日

円
ロ
ハ

ム口
、V
J

、

正
座
を
さ
せ
ら
れ
る
が
主
な
も
の
で

す
が
、
足
で
け
ら
れ
る
、
竹
万
で
な

ぐ
ら
れ
る
、
ほ
ほ
を
つ
ね
ら
れ
る
、

な
ど
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
子
供
が
こ
の
よ
う
な
体
罰
を
受

け
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
親
は
ご
く

わ
ず
か
し
か
い
な
い
の
で
す
。
子
供

が
話
さ
な
い
か
ら
で
し
ょ
う

D

し
か

し
、
親
が
少
し
注
意
し
て
い
れ
ば
、

な
ん
と
な
く
わ
か
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
親
と
子
の
距
離
は
、
親

が
考
え
て
い
る
以
上
に
離
れ
て
い
る

の
で
す
。
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河
川
の

ク
リ
i
ン
ア
ッ
プ
作
戦
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郷
土
の
美
し
い
川
を
守
る
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
作
戦
が
、
七
月
二
日
(
日
)

県
下
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
各
区
長
さ
ん
を

通
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

税
に
関
す
る

高
校
生
の
作
文
募
集

国
税
庁
で
は
、
高
校
生
の
皆
さ
ん

か
ら
税
に
関
す
る
作
文
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

0
応

募

資

格

高

校

生

O
一ア

i

マ
税
に
つ
い
て
、
日
ご

ろ
考
え
て
い
る
こ
と
や
意
見
な

ど
、
税
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ

ば
何
で
も
結
構
で
す
。

0
応

募

数

一

人

一

編

、

千
子

以
内

o
締

切

九

月

五

日

(

火

)

ま

で

最
寄
り
の
税
務
署
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
須
費
川
税
務
署
総
務
課

8
0
一
一
四
八
!
七
五
i

一
二
九
四
に

お

く

だ

さ

い

。

在
宅
当
番
医
変
更

六
月
十
一
白
(
日
)
の
一
ニ
瓶
胃
腸
科

医
院
(
石
川
町
)
が
田
中
内
科
医
院

(
石
川
町
)
に
変
わ
り
ま
す
。

1，581戸(+6) 

7，560人(十 3) 

3，750人(+11) 

3，810人 (-8) 

お誕生おめでとう
ございます

(4月届出分)

斡

徳

男

夫

憾

丈

昭

幸

村のようす
(元年 5月 18現在)

鵠
@ag

出生児氏名

矢部睦美

有我淳

小針幸司1[

地区

J 11 辺

竜崎

北須釜

ご
ざ
い
ま
す

あ
り
が
と
う

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

戸
し

@
小
高
の
車
田
伊
仙
さ
ん
か
ら

一

万

おくやみ
申し上げます

(4月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

藤 島 ム ラ 86 好男

田 f果 58 マチ

谷地トメ 78 吉 昭

吉村嘉一 80 嘉安

区

辺

情]

/ト高

南須釜

地

]11 

@
小
高
の
谷
地
吉
昭
さ
ん
か
ら

一

万

@
吉
の
有
賀
勝
さ
ん
か
ら

七

万

@
南
須
釜
の
有
賀
隆
幸
さ
ん
か
ら

二

万

円

円円

円

車問会長に手渡す有賀勝さん(左)

有
哲
(
勝
さ
ん
に
は
、
身
体
の
不
自

由
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
永
年
勤
務
さ

れ
た
横
浜
市
鶴
克
区
の
(
株
)
斎
藤
製

作
所
を
こ
の
ほ
ど
定
年
退
職
さ
れ
、
揺

祉
活
動
に
と
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
c

(
村
社
会
一
福
祉
協
議
会
)




